
 

令
和
六
年
度 

四
谷
の
千
枚
田
地
域

振
興
協
議
会
の
開
催 

開 

催 

日 

令
和
七
年
三
月
二
十
五
日 

開
催
場
所 

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う
ら
い 

 
 

実
施
主
体
は
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振

興
協
議
会
に
参
加
す
る
鞍
掛
山
麓
千
枚

田
保
存
会
、
四
谷
集
落
協
定
、
四
谷
区
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
内
産
米
の
粉
伝
統
食
文

化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
横
浜
ゴ
ム
㈱
新

城
工
場
、
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
、
愛
知
東
農

業
協
同
組
合
、(

公
財)

農
林
業
公
社
し
ん

し
ろ
、
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務

所
建
設
課
及
び
農
政
課
、
新
城
市
産
業
振

興
部
農
業
課
で
構
成
。
事
務
局
は
鳳
来
総

合
支
所
地
域
課
に
置
か
れ
て
い
る
。 

会
議
の
概
要 

 

会
長
の
小
山
舜
二
は
冒
頭
に
、
挨
拶
を

兼
ね
て
令
和
六
年
度
の
主
な
で
き
ご
と

を
会
員
と
共
有
し
た
。 

こ
の
協
議
会
は
令
和
三
年
四
月
十
六

日
、
国
の
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計

画
」
と
し
て
五
年
の
時
限
立
法
で
成
立
、

認
定
さ
れ
、
今
年
が
五
年
の
最
終
年
度
に

な
る
。
つ
い
先
週
の
金
曜
日
の
昼
過
ぎ
に

「
改
正
棚
田
法
案
」
が
衆
議
院
で
可
決
さ

れ
、
こ
の
あ
と
、
参
議
院
で
可
決
す
れ
ば

成
立(

継
続)

と
の
情
報
を
得
た
。 

➀
一
昨
年
、
昨
年
の
こ
の
協
議
会
に
於
い

て
千
枚
田
の
作
業
道
を
中
心
に
し
た
施

設
の
再
整
備
は
昨
年
の
十
二
月
二
十
五 

       

日
、
財
務
省
折
衝
で
却
下
さ
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
引
き
続
き
要
望
し
て
ゆ
く
。 

②
九
月
二
十
八
日
、
新
城
市
功
労
者
表
彰

に
お
い
て
「
表
彰
状
」
を
受
彰
。 

③
十
一
月
四
日
、「
農
水
省 

む
ら
の
宝
」

で
東
海
農
政
局
長
賞
を
受
賞
。 

こ
の
協
議
会
関
係
で
は
丸
八
製
菓
さ

ん
に
は
古
米
の
つ
な
ぐ
数
々
の
協
力
を

頂
い
て
お
り
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
さ
ん

に
は
新
人
幹
部
社
員
研
修
や
外
来
植
物

駆
除
、
ま
た
、
奥
三
河
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
沿
道
整
備
な
ど
の
協
力

を
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ー
ム
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｏ
さ
ん
は
千
枚
田
に
賑
わ
い
を
と
案
山

子
設
置
な
ど
、
観
光
客
に
大
好
評
。
嬉
し

い
こ
と
に
、JA

愛
知
東
こ
ど
も
農
学
校
二

十
周
年
記
念
式
典
に
は
記
念
講
演
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
皆
さ
ん
に
は
「
四

谷
の
千
枚
田
」
の
保
存
継
承
に
大
き
く
携

わ
っ
て
頂
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
。 

昨
年
は
、
稲
の
開
花
期
の
長
雨
に
よ
る

受
粉
の
不
具
合
や
刈
り
入
れ
時
の
焼
け

る
よ
う
な
暑
さ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
サ
ル
の

被
害
が
頻
発
、
耕
作
者
に
は
決
し
て
良
い

年
と
は
言
え
な
か
っ
た
が
、
頑
張
っ
て
い

る
。
以
上
、
冒
頭
に
昨
年
度
を
振
り
返
り
、

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

協
議
事
項  

 

本
会
議
は
、
規
約
第
十
二
条
第
二
項
に

基
づ
き
小
山
会
長
が
議
長
に
、
議
長
の
指

名
で
議
事
録
署
名
人
を
四
谷
集
落
協
定

代
表
の
村
雲
伸
一
さ
ん
、
四
谷
区
長
の
松

下 

誠
さ
ん
と
し
、
議
事
を
進
行
し
た
。 

令
和
六
年
度
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振

興
協
議
会
活
動
内
容
が
事
務
局
か
ら
項

目
別
に
⑴ 

棚
田
等
の
保
全
〇
管
理
面
積

の
維
持
〇
耕
作
放
棄
の
防
止
・
削
減
で
は

千
枚
田
入
口
周
辺
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
農

道
、
周
辺
林
地
、
無
住
地
の
荒
廃
農
地
等

の
草
刈
り
、
水
路
の
除
伐
、
稲
作
勉
強
会
。

⑵ 

棚
田
等
の
保
全
を
通
じ
た
多
面
に
わ

た
る
機
能
の
維
持
・
発
揮
〇
農
産
物
の
供

給
の
促
進
で
は
千
枚
田
五
平
餅
と
し
て

古
米
の
出
荷
販
売
、
新
米
の
限
定
販
売

(

ノ
ル
マ
達
成)

。
〇
自
然
環
境
の
保
全
・

活
用
で
は
ア
フ
リ
カ
地
域
「
稲
作
の
た
め

の
中
核
的
農
学
研
究
者
の
技
術
研
修(

国

際
協
力
機
構)

」
。
地
元
鳳
来
寺
小
学
校
、

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
、
愛
知
東
農
協

こ
ど
も
農
学
校
、
ヤ
マ
サ
ち
く
わ
な
ど
の

稲
作
体
験
。
市
内
千
郷
小
学
校
、
鳳
来
寺

小
学
校
の
校
外
学
習
、
〇
良
好
な
景
観
の

形
成
で
は
リ
ア
ル
案
山
子
の
管
理
な
ど
。

⑶ 

棚
田
を
核
と
し
た
棚
田
地
域
の
振
興

〇
棚
田
に
お
け
る
都
市
農
村
交
流
を
通

じ
た
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
よ
る
地

域
振
興
で
は
お
田
植
感
謝
の
夕
べ(

四
百

人)

、
収
穫
感
謝
祭(

百
五
十
人)

。
第
七
回

「
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

(
応
募
数
五
百
八
十
三
点)

。
四
谷
の
千
枚

田
だ
よ
り
を
毎
月
発
行
、
新
城
市
Ｈ
Ｐ
に

よ
る
情
報
発
信
を
継
続(

現
在
二
百
五
十

八
号)

。
棚
田
米
を
活
用
し
た
六
次
産
業

化
の
推
進
で
は
千
枚
田
五
平
餅
を
郵
便

局
を
通
し
て
通
信
販
売
、
道
の
駅
で
も
販

売(

八
雲
だ
ん
ご)
等
々
が
報
告
、
協
議
は

ス
ム
ー
ズ
に
可
決
終
了
し
た
。 

                

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 259号  

うるち米 ミネアサヒ 
3年連続通算 4回目の受賞 

2024 年産の米のおいしさを示す食味ランキングが
2 月 28 日に発表され、三河山間地区の「ミネアサ
ヒ」が最高位の特 A を受賞した。この受賞は通算 4
回目の受賞である。そもそもミネアサヒは愛知県総
農試(山間農業研究所）で海抜 400m 付近の奥三河、
中山間地域に適応した品種として開発、奨励。 
現在では更に「いもち病にも強い品種として改良」
三河山間地域でも｢粒は小粒だが、喉ごしの食感、冷
えても旨い…｣と好評な品種でもある。ミネアサヒ
は栽培適地、作付け面積も限られ、生産量が極めて
少なく、食べては旨いが、入手困難なことから｢幻の
米ミネアサヒ｣として好評である。 春の雪 3 月 19 日、倒木などでインフラ被害あり 



 

新
入
・
幹
部
研
修  

四
月
三
日
、
保
存
会(

高
橋
孝
行 

夏
目

宏
一 
小
山
孝
夫 

中
村
直
人 

松
下 

誠 

田
中
幸
男
夫 

小
山
舜
二)

は
横
浜
ゴ
ム

新
城
工
場
新
入
社
員(

二
十
二
名)

、
幹
部

及
び
サ
ポ
ー
ト(
十
名)

の
千
枚
田
研
修

を
実
施
し
た
。
研
修
の
初
め
に
、
保
存
会

長
は
「
ま
ず
は
、
就
職
、
あ
り
が
と
う
さ

ま
」
と…

、
平
成
十
八
年
か
ら
貴
社
の
研

修
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
研
修
の
経
緯

は
皆
さ
ん
の
大
先
輩
、
た
た
き
上
げ
の
藤

沢
業
務
課
長
さ
ん
と
の
出
会
い
か
ら
「
工

場
の
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
敷
地
内
に
広

葉
樹(

ド
ン
グ
リ
な
ど)

の
植
栽
を
、
そ
の

育
苗
に
千
枚
田
の
稲
藁
を
敷
き
藁
に
す

れ
ば
環
境
貢
献
行
動
に
成
り
う
る
。
等
々

を
熱
論
し
た
記
憶
が
蘇
る
。
そ
の
後
、「
千

年
の
杜
」
構
想
が
実
現
、
藤
沢
さ
ん
か
ら

は
私
を
「
顧
問
」
に
と
の
お
話
も
あ
っ
た

が
、
や
ん
わ
り
と
お
断
り
し
た
。
お
か
げ

で
、
千
枚
田
の
藁
を
購
入
い
た
だ
き
、
耕

作
者
は
「
藁
を
買
っ
て
も
ら
え
る
か
ら
田

ん
ぼ
を
作
る
ん
だ…

」
と
大
喜
び
。 

こ
れ
が
き
っ
か
け
に
同
社
が
取
り
組

む
環
境
保
全 

(

河
川
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
。
ビ
オ
ト
ー
プ
造
成
管
理
・
外
来

生
物
駆
除)

。
ま
た
、
奥
三
河
ト
レ
ラ
ン
の

沿
道
整
備
活
動
な
ど
を
通
し
て
絆
は
深

い
。
私
は
「
企
業
は
環
境
に
配
慮
す
る
責

務
・
地
域
貢
献
が
当
然
の
義
務
で
あ
る
」

が
持
論
で
、
貴
社
は
、
そ
れ
を
忠
実
に
実

行
す
る
凄
い
会
社
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
る
。
今
か
ら
高
低
差
二
百
㍍
の
多
様
性

に
富
ん
だ
四
谷
の
千
枚
田
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
体
感
す
る
。 

新
城
市
長 

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
「
よ
う

こ
そ
新
城
へ
」
市
長
の
下
江
洋
行
で
ご
ざ

い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
横
浜
ゴ
ム
株
式
会

社
新
城
工
場
へ
の
ご
入
社
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
〔
中
略
〕
さ
て
、
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
通
り
、
こ
の
棚
田
今

日
ま
で
こ
の
美
し
い
風
景
を
保
全
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
保
存
会
の
皆
様
の
日
頃
の
活
動
の
成

果
に
よ
る
も
の
で
「
本
市
の
宝
」
と
言
え

る
場
所
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
に
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

新
城
市
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

宣
言
、
そ
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

宣
言
も
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
低
酸
素
な

ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。
横
浜
ゴ
ム
さ
ん
は
す
で
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み(
南
工
場)

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
生
物
多

様
性
・
環
境
保
全
対
策
等
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所 

所
長
の
三
宅
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
は

就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。(

中
略) 

私
も
四
月
一
日
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で

す
が
、
皆
様
の
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
様
は

環
境
意
識
の
高
い
会
社
で
あ
る
と
お
聞

き
し
て
お
り
ま
す
。  

こ
の
四
谷
の
千
枚
田
は
令
和
五
年
度

に
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
に
認
定
、
四
季

を
通
し
て
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
、
環
境

保
持
に
は
保
存
会
の
皆
様
、
ま
た
横
浜
ゴ

ム
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
お
力
、
ご

理
解
を
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

概
要
説
明 

吉
野
研
修
リ
ー
ダ
ー
、
細
部

に
つ
い
て
は
会
長
が
湧
き
水
の
棚
田
、
火

山
活
動
に
よ
る
転
石
の
石
積
棚
田(

日
本

三
大
石
積
棚
田)

、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
山

崩
れ
の
話
な
ど
、
特
に
環
境
を
重
視
し
た

説
明
を
多
く
行
い
な
が
ら
約
一
時
間
で

ふ
れ
あ
い
広
場
に
到
着
。 

交
流
会  

 

ま
ず
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
早
朝
、
霊
験
あ

ら
た
か
な
設
楽
町
の
田
峯
の
観
音
様
で

「
開
運
祈
願
巻
」
を
買
い
求
め
、
お
参
り
。

新
人
社
員
に
は
就
職
祝
い
と
身
体
安
全
。

幹
部
社
員
は
業
務
安
泰
。
列
席
し
た
行
政

職
員
に
は
新
年
度
の
業
務
遂
行
。
保
存
会

員
は
豊
作
祈
願
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

も
て
な
し
。
皆
ん
な
真
面
目
に
祈
願
巻
を

頬
張
り
な
が
ら
保
存
会
の
松
下(

会
計)

の
軽
快
な
司
会
で
新
入
、
幹
部
社
員
は
て

ん
で
に
出
身
地
、
将
来
の
希
望
な
ど
を
紹

介
。
新
入
社
員
は(

概
ね)

「
一
日
も
早
く

職
場
に
な
れ
、
お
金
を
貯
め
る
」
が
多
く
、

一
人
だ
け
「
将
来
は
社
長
」
と
勢
い
込
ん

だ
。
出
身
地
の
多
く
が
豊
川
、
新
城
周
辺

で
あ
り
、
安
定
し
た
会
社
で
あ
る
こ
と
が

伺
わ
れ
た
。
幹
部
社
員
は
真
面
目
に
働
い

た
お
か
げ
で
、
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
た
。

等
々
で
あ
っ
た
。 

廣
川
業
務
課
長 

保
存
会
、
県
、
市
の
皆
さ

ん
に
本
日
の
新
入
社
員
の
激
励
に
感
謝

の
言
葉
が
、
社
員
に
は
、
今
一
番
大
切
な

こ
と
は
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
で
あ
る
。

保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
様
々
な
条
件
に
も

屈
せ
ず
、
棚
田
を
守
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
、

本
当
の
環
境
保
全
で
あ
る
。
と
〆
た
。 

研
修
最
後
に
、
新
人
・
幹
部
社
員
全
員

が
ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
眼
下
に
広
が
る

棚
田
に
「
四
谷
の
千
枚
田 

あ
り
が
と
う
」

と
大
発
声 

頭
を
下
げ
た
。
全
員
が
頭
を

下
げ
た
時
、
木
霊
が
あ
り
が
と
う
さ
ま
～

…

と
、
心
地
よ
く
響
き 

返
っ
て
き
た
。 

                 

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
到
来 

 

早
く
は
四
月
二
十
日
頃
か
ら
荒
代
を

掻
き
、
順
次
代
掻
き
が
始
ま
る
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
頃
か
ら
田
植
え
が
始
ま

り
、
五
月
の
二
十
日
頃
ま
で
続
く
。 

こ
の
頃
、
千
枚
の
水
鏡
が
映
え
る
。 

 

千
枚
田
は
急
傾
斜
地
で
転
石
に
よ
り

構
築
さ
れ
た
棚
田
で
あ
り
、
多
く
が
籠
田

で
、
日
々
の
保
水
管
理
が
大
変
で
あ
る
。 

 

百
姓
は
、
そ
こ
ら
へ
ん
は
充
分
弁
え
、

己
の
わ
が
ま
ま
は
通
さ
ず
、
お
互
い
に
、

歩
調
を
合
わ
せ
あ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

ボ
ケ
て
お
れ
ん
し
、
丈
夫
な
ん
だ…

 
     

行 
 

令
和
七
年
四
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


